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「950MHz 帯中出力型パッシブタグシステムの技術的条件」 
の審議について 

 
１ 検討開始の背景 

電子タグシステムは、流通・物流分野における利用がかねてより注目されており、特に

近年、技術の進展とともにコスト改善等が進み、食品・医薬品等の安全・安心管理、高齢

者支援、交通等、より幅広い分野への利活用が進展しつつあるところであり、今後、ユビ

キタスネット社会の実現に向けて非常に重要な役割を担うことが期待されている。 

950MHz 帯パッシブタグシステムについては、工場等への設置を想定し比較的長距離の通

信が可能な高出力型とともに、小売店舗の倉庫等での利用を想定し持ち運び可能な低出力

型に関する制度整備を行い、広く利用されているところである。 

一方で、近年、建築現場、トラックの荷物の積み下ろし現場等、屋内外において高い作

業効率が求められる利用シーンにおいて、低出力型のパッシブタグシステムよりも読取距

離が更に長く、持ち運び可能なパッシブタグシステムに対するニーズが高まっているとこ

ろである。 

このような背景を踏まえ、950MHz帯中出力型パッシブタグシステムの導入に向け、必要

な技術的条件等の検討を行うものである。 

 

２ 検討内容 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち「移動体識別システム（Ｕ

ＨＦ帯電子タグシステム）の技術的条件」のうち「950MHz 帯中出力型パッシブタグシステ

ムの技術的条件」  

 

３ 検討体制 

既存の小電力無線システム委員会（主査：森川 博之 東京大学教授）において検討

を行う。 

 

４ 答申を予定する時期 

平成 21 年 11 月頃 

 

５ 答申後の行政上の措置 

関係省令の改正、周波数割当計画の変更等に資する。 
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（参考資料１） 

H16. 7

パッシブタグシステム

高出力型 低出力型

H16.12
H17.  4 制度化（免許局）

情報通信審議会一部答申

H17.10 情報通信審議会一部答申

H18.  1

950MHz帯電子タグシステムの制度化状況

H20.  5

※共用化技術導入
（キャリアセンス機能）

H21.  6

※先行的に検討

情報通信審議会一部答申

制度化

情報通信審議会一部答申H19.12

※高度利用技術導入
（チャネルバルク利用）

制度化

情報通信審議会一部答申

制度化（特定小電力無線局）

情報通信審議会一部答申

中出力型

情報通信審議会諮問

空中線電力： 1W以下
最大読取距離： 5～10m程度
固定的利用を想定

空中線電力： 10mW以下
最大読取距離： 10cm程度
ハンディ型を想定

小電力無線システム委員会において審議再開

アクティブ系小電力
無線システム

※高度利用技術導入
（ミラーサブキャリア方式）

制度化（登録局を追加）

ハンディ型で最大読取距離2m程度の新たなニーズの高まり

制度化（特定小電力無線局）
アクティブ系システムのニーズの高まり

※2 タグ内蔵の電源で通信を行う方式※1 リーダ/ライタからの電波のエネルギーを使用して情報のやり取りを行う方式

※1

※2

空中線電力： 10mW以下
最大通信距離： 数十m程度
電源を内蔵し、長い通信距離、
センサと連携した高機能化が容易

・工場等での生産管理
・大規模倉庫での在庫管理 等 ・小売店舗等での流通管理

・運送管理 等

・子供の見守り
・工場等の温度監視 等

・建築現場等での資材管理
・運送管理 等

 

 

日本
952～954 MHz 4W eirp
952-955MHz 20mw eirp

ヨーロッパ勧告
865.6～867.6 MHz, 2W erp

米国
902～928 MHz, 4W eirp

韓国
917～920.8MHz 4W eirp
917-923.5MHz 200mW eirp
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中国
920.5～924.5MHz, 2W erp

電子タグシステム（800/900MHz帯）の国際動向
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（参考資料２）

UHF帯電子タグシステムの普及動向
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UHF帯電子タグシステムの市場規模
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UHF帯電子タグの累積出荷枚数
（万枚） （百万円）

約4900万枚
約40億円

（社）日本自動認識システム協会調べによる  

生産管理
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流通・POS
6%

物流・運輸

10%

セキュリティ

9%

オフィス（※）

32%

イベント・アミューズ

メント

11%

その他

15%

電子タグシステム全体の用途比率（2008年実績）

（社）日本自動認識システム協会調べによる

※PC管理、入退室管理
重要書類管理等

 


